






































































うに展開していった は、ひとり彫刻史 限らず、日本史学の分野からみても誠に興味深い問題である。本来、大陸文化であるはずの仏教文化が、平安時代前期の日本において、どのように受容さ 展開していったかが、ある意味、目に見えるかたちで捉えら 可能性があるか 。　
とはいえ、承和様式の諸 は、いずれについても十分な文献史料が残され










の 「五間檜皮葺講堂」 項に、 次のように記載されていた
（傍線筆者）
。















































































































































































































































三つ目は 「定額寺」 である。国家と 一応無関係に建立された私寺のうち、























































































































































































































らに別当を置くのは、 「尤モ是レ、伽藍ヲ荘厳セシメンガタメ」であるというのである。太政官 認識として記されており 九世紀当時の一般的な通念であったとしてよい。　



















































ら熟覧しても、天皇の御願であった旨を示す記述を見つけ出すことが きない。もし御願寺であれば、その由緒の正しさや諸権利の主張のために、かならずや御願寺である旨が記されたであろう。やはり観心 は天皇 御願 でなかったとみて間違いあるまい。　
とすればなにゆえに朝廷は、造営を主導する俗別当を観心寺にあてがった























































願堂」にあたる堂として可能性があるのは、 仏堂であ 以上、 如法堂 か「講堂」のどちらかである。　
ここで注目したいのは、両堂に安置されている仏具である。あくまで「資
























来像」 「薬師如来像」など、真言宗に必ずしも必須とはいえない尊格 仏像が安置されてい 。　
以上の事実は、いずれも講堂が「御願堂」であったことを強く示唆してい





では、 その 「御願堂」 創建当初の中尊はいかなる尊像であったか。 「資財帳」



































































































































「伝法職位」を授与する際には、はじめに天皇に申請し、勅許をうけてから授与の灌頂を行うように とする内容が記されていた。実はこうし 手続きは、事前に実恵が申請していたも であり、それがこ 日認められたのった
）（（
（
。 実恵の意図としては、 真言宗の 「伝法職位」 を勅許制にすることにより、











四日後には、東寺灌頂院 て、実恵から真紹への 職位 盛大に執り行


















　　　　年	 月　日 　　		天皇の身体の様子 　　　　　　　　　　　実　施　仏　事
天長 10  833 　5・25 不予
　6・7 不予 ①僧都らをして聖躬を加持せしむ　②七寺で転経薫修せしむ
　6・8 聖体間あり 1 　（天下諸国の破壊のある寺塔と神社を修理せしむ）
　6・10 平復
承和 4  837 　9・4 不予 七寺に中使を派遣し誦経せしむ
　9・29 平復
承和 5  838 　9・9 不予
　9・10 いまだ康平に復さず 七大寺に使を派遣し誦経せしむ
　9・19  　（勅して天下の定額寺の堂舎・仏像・経論と諸社を修理せしむ）
承和 6  839 　4・17 不予 都下七寺にて誦経せしむ
承和 7  840 正・11 不予
正・20 聖躬龍蟠 2
 10・21 不予 京下七寺に使を派遣し誦経せしむ
承和 8  841 10・4 不予 都下七寺と平城七大寺に使を派遣し誦経せしむ
 10・5 平復
 10・27 不予 都下七寺に使を派遣し誦経せしむ
 10・29 御病発りて悩み苦び大し坐す 桓武天皇陵前にて読経せしむ
承和 9  842 11・朔 不予
承和 12  845 　5・12 不予 七寺に使を派遣し誦経せしむ
　5・16 平復
 11・14 不予




　6・24 熱に苦しむ  諸寺にて誦経せしむ
　6・27 平復
 10・14 不予 京城七寺に使を派遣し誦経せしむ
嘉祥 2  849 　3・14 不予 諸寺に内竪を派遣し誦経せしむ
　6・某 不予 諸寺に内竪七人を派遣し誦経せしむ




　2・5 御病ことに劇し 4 ①諸寺に四衛府・内竪を派遣し誦経せしむ　②梵釈寺にて延命法
を修せしむ　③僧綱・十禅師・有験者をして御簾外にて加持せし
む　④続命幡を十二大寺に懸く






















		＊ 1 〜 7 の意は次のとおり .  
		　　1 間 ： 小康 ,　2 龍蟠 ：床に伏せる ,　3 調適： 穏やかで快適である ,　4 劇し ： はげしい ,　5 疲殆 ：衰弱して危ない ,
		　　6 綿々： 弱く微か ,　7 属纊：臨終
		＊（　　）内は、不予にかかわっての実施と推定されるもの .
表　続日本後紀にみる仁明天皇の不予と仏事


























































































































































































































































a「観心寺如意輪観音像について」 （ 『美術史』 二二、 一九五六年） 、 同氏
b「 （観

































真紹奏状（いずれも「資財帳」縁起部に所引） 、貞観十 正月二十三日権少僧都真紹付属状（ 『河内長野市史』四、史料篇一） 、貞観十 禅 寺式（禅林寺古文書、 『平安遺文』一五六号） 、および「資財帳」縁起部の地の文による。実恵と真紹の役割については、上記史料間 やや齟齬があるかにみられるが 本稿は、 によって草創が図られる一方、実際に居住し経営したのは真紹であったとする西川氏註
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看） 。なお『基礎資料集成』の「伝来」 「年表」が、定額寺化を貞観十一年六月（十三日）と表記するのは、治部省符 日付に引かれた誤り。治部省符は、定額寺化が決定したこ を河内国に通達するため 文書であり、定額寺化そのもの 勅裁が行われ太政官符が作成された段階ですでに行われている。
（














濃国 定額寺」 、 同氏
b「国分寺制の変遷」 （いずれも『日本古代仏教制度史の研究』
法蔵館、一九九一年 初出はそれぞれ一九七六年、一九八二年） 、森田悌「信濃国と定額寺」 （ 『日本古代の政治と地方』高科書店、一 八 、初出は一九八六年） 、荒井秀規「奈良時代の定額寺制度について」 （ 『日本宗教史研究 報』七、年）等による。
（
1（）　
以上、 「寺田」と輸租 ・ 不輸租の関係等については、 竹内理三「荘園不輸性の根源」
































如来 と の造像のために定額寺化と施入が行われた す が、寺院制度








従本一三一頁） 、天長五年四月十三日故贈僧正勤操大徳影讃幷序（ 『続遍照発揮性霊集補闕鈔』巻十） 。福山敏男「初期天台真言寺院の建築」 （同氏註
（書、初出は一九
三



















































































なお、佐伯有清「空海と乙訓寺の「別当」 」 （ 『日本歴史』六〇〇、一九九八年）は、右史料中の「別当」が職名ではなく動詞であることをもって、空海は「別当」う





































































































であって、仏眼仏母如来の種子を用いていること、またほかならぬ元慶七年当時の座主宗叡自身が「仏眼曼荼羅」や「理趣経十八会曼荼羅」 （これにも「仏眼曼荼羅」を含む） を将来した僧であったこと、 二点を考え併せると、 るいは宗叡の代 は、仏眼仏母如来像が講堂のなかでもっとも重視される尊格になるなど 堂のありように変化が生じていた可能性も十分考えられるので ないだろう 以上、同志社大学学生小林和華子氏のご指摘による 「御願堂」が「講堂」と改称さ るこ もるいはこれと関係している可能性があ なお宗叡が「仏眼曼荼羅」 「理趣経十八会曼荼羅」を将来したことについ は、 有賀祥隆「密教絵画」 （ 『日本美術全集』六、学習研究社、一九八〇年）を参照。また宗叡将来かと目されている「理趣経十八会曼荼羅」の写し（醍醐寺蔵、安貞二年〔一二二八〕写）は『大正新脩大蔵経』図像五に所収。
（
（2）　


















（ 『東宝記』 草稿本第十三僧宝上、 凡僧別当初例、 続々
群書類従本では一三六頁） 。なお、このとき真紹の上役となる「東寺別当」の任あったのは実恵であった。 『東寺長者補任』 少僧都実恵項を参看。 『東寺長者補任』


















山田和夫「禅林寺創建と真紹」 （ 『古代文化』三四―八、 一九八二年）参照。小




































































京から高野山金剛峯寺にむかう経路上にあった、とす 説がこれまでしばしば行われてきた。ある はこのことをもって、高野山を給わった嵯峨 皇と観心寺とを結びつける理解も かもしれない。だが、少なくとも平安前期 僧が平安京から高野山にむかう際の経路は、飛 までまっすぐ南下する旧南海道（巨勢路）を用いるものであった
（和多昭夫「平安時代の高野山参詣記について」 〔 『印度學佛教學研究』






























































のなかに 「檜尾寺」 がある （ 『日本文徳天皇実録』 嘉祥三年三月乙巳条） 。
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